
























































































































































（図 6: 「いろいろな昆虫」でのともみのOPPA) （図 7: 「ものと重さ」でのともみの OPPA)
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（図 8: 「いろいろな昆虫」でのあやかの OPPA) （図 9: 「ものと重さ」でのあやかの OPPA)
このように OPPAで振り返りを続けていくことで，同じ単元ではうまく振り返ることができな
くとも次の単元では要点を整理していく ことができていくことがわかった。今年度の研究では，
子どもが左から右に至った原因を明らかにしていくことを考えていきたい。つまり， ともみやあ
やかがどうして学習意欲が高まったのかを明らかにし，分析していくのである。
問い続け，学び続ける子どもたちとなるためには，質の高いやる気と自らの学びを実感する こ
とが重要である。そのためにも，子どもたち自身が学びをみつめるように取り組んでいきたい。
4 これからの子どもたちへ
OECDでは， これからの子どもたちが生きていく世界を「知識基盤社会」と規定している。知
識基盤社会は，変化が激しく ，常に，新しい未知の課題に試行錯誤しながらも対応することが求
められる社会である。急速に変化 し続ける社会では，学校を卒業した後も常に学び続けていかな
ければならない。その際，何を学ぶかは自分で判断しなくてはならない。こうした社会を生き抜
くために，生涯にわたって学び続ける子どもたちになることを願っている。 他者との関わりを大
切にし，友だちと学ぶというのはそれくらい意味深いものである。子どもたちが大人になったと
きに求められるのは，自ら思考 ・判断し，仲間と協力しながら問題解決にあたることのできるカ
であろう。知識や技能は，時代や社会の変化，また子どもたちが将来就く職業によっても異なっ
てくる。しかし， 自分で目的を定め，方法をコン トロールし，周囲の環境や資源を活用しながら
学ぶ力は状況を問わず必要である。子どもたちにはそうあってほしい。
参考文献
[1]佐藤学 ・和歌山大学教育学部附属小学校，質の高い学びを創る，2009, 東洋館出版社
[2]秋田喜代美，対話が生まれる教室～居場所感と夢中を保障する授業~, 2014, 教育開発研究社
[3]鹿毛雅治，子どもの姿に学ぶ教師「学ぶ意欲」と「教育的瞬間」， 2007,教育出版
[4]佐藤学，学校の挑戦～学びの共同体を創る~, 2006, 小学館
[5]和歌山大学教育学部附属小学校研究紀要， 2014
[6]鹿毛雅治，モテイベーションを学ぶ 12の理論， 2012,金剛出版
[7]田中耕治，よくわかる教育評価， 2005, ミネルヴァ書房
-6-
